














開催日： 2017（平成 29）年 3 月 11 日（土） 
開催場所：名古屋市立大学医学部研究棟 11 階 講義室 A 
活動形式：講演および意見交換 



























 その後、ロンドンの３つの病院Great Ormond Street 

































 名古屋第二赤十字病院 NICU はもともとスペースに余裕
を持った設計となっていたため、2008 年に 25 床から 30









































































































































































 「虹」をテーマに 14 階までの各フロアを色彩計画によ
って色分けしている。色彩基本構想による視認性の向上だ
けでなく、病院内アートワーク全体に共通する「物語」の
象徴ともなっている。 
 
以上のプロジェクトを実施した成果として、ホスピタル
アートを導入することで、職場やスタッフのコミュニケー
ションがより活性化され、これは、病院運営に資するもの
であると期待される。また創立以来の「理念の継承」を目
に見えるかたちで具象化するのもアート（デザイン）の力
によっている。 
「まちのシンボル」として、戦後から変わらず、求めら
れる存在であり続けたい。どんなまちにしたいか、どうし
たら住み続けられるか ―「アートの力」でそんなことを
考えたり、集ったりできる、そんな「まちづくり」の一端
も担えればと考えている。 
 
 
 
おわりにー成果と課題ー 
 
図-5 意見交換（左から鈴木、田中、奥村、藤井） 
 シンポジウムの後、鈴木教授がファシリテーターとなり
意見交換が行われた。そこでは、医療現場におけるアート
やデザインの有意性について、医療者側からの積極的・肯
定的な立ち位置からの言及が多く見られた。その背景には、
医療の発展のために医療者側からの機能性や効率性が重
視されてきたことで、ケアを受ける患者が置き去りにされ
てきただけでなく、医療者側にとってもそうした環境が自
分たちに心理的にマイナスに作用し、ストレスになってい
ることに気づいていない、といった反省があったからであ
る。医療者側がイニシアティブを持って、医療環境改善へ
取り組むことで、結果的に働きやすい環境の創出に繋がっ
ていくとする発信は、病院組織を統括するお二方ならでは
の説得力があった。また、環境改善にかかるコストに見合
っただけの価値があるということを実証し、さらに、その
コンセプトの重要性を社会的に広く認知してもらうため
には、一般の人達にも知ってもらう努力も重要と考える、
といった、医療の質を担保する良い環境づくりのため試行
錯誤する真摯な姿勢からも窺い知ることができた。 
また、医療者側の考えるアートやデザインの意義につい
て、病院運営や地域との連携・まちづくりといった巨視的
視座を持った上で、現実的手法として捉えている点が印象
的であった。こうした巨視的視座は、国外の先端的事例を
維持するアートマネジメント団体を核とした病院とアー
トを連結するシステムにも共通するものであろう。 
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 一方、アートやデザインに従事する者にとっては、「治
療」の定義を病気に対するものだけでなく、さまざまな
人々の抱える心的状況にまで及ぶものといった、より広義
に捉えることで、病院をめぐる今後の環境デザインのあり
方への問い直しも可能となろう。なかでも「礼拝堂」や「語
らうためのベンチ」などの設置は、国内の先端的医療を提
供する医療現場には多く見られない。危機的状況から避難
し守られる場が確保されていることは、社会的・文化的な
違いに関わらず、心の平安を保つ上で重要なことである。
これらの観点からも、アートの役割を繙くヒントとなるの
ではなかろうか。 
新生児医療の専門医、総合病院の院長、アート作品の制
作者、そして建築計画学を専門とする４人が「医療とアー
ト」を巡ってプレゼンテーションを行った本講演会は、ひ
とつひとつの話しは視点も内容も異なるにもかかわらず、
アートという共通項が、何かこれまでの医療空間あるいは
ケアそのものに変革をもたらすのではないかという予感
を得ることができた。アートという人間味あふれる要素が、
患者にもスタッフにも、先端医療にも病院経営にも新しい
風を吹き込んでくれるという期待をもつことができた。一
見、共通項のない４名の底流に流れる通奏低音は、人間ら
しさの回復にある。不安や哀しみ、忙しさといった人が抱
える負の局面に、さりげなく手を差し伸べるかのような環
境のあり方にアートは深く関わっている。医療におけるア
ートの役割や意味について、関係者が広く共有するための
機会としてきわめて有意義な集会であった。 
 終了後、実施したアンケート（自由表記）からも、医療
者側からの医療環境デザインやホスピタルアートへの取
り組みに大きな関心が集まっていた。より良い医療環境を
形成していく上で、医療者側・制作側の緊密な連携はもと
より、多くの人々の協力が必須となるため、こうした取り
組みへの認知度を上げていくことも重要な課題であるだ
ろう。 
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図-6 シンポジウム・リーフレット 
（デザイン担当：芸術工学部 3年遠藤和穂・竹内怜子） 
 
 
 
 
 
 
